
参
院
選
敗
北
の
責
任
を
と
っ

て
石
破
首
相
が
辞
任
、
新
し
い

首
相
が
誕
生
。
頻
繁
に
ト
ッ
プ

を
替
え
て
も
党
の
体
質
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
国
民
の
信
頼
は
決

し
て
回
復
し
な
い
。
テ
レ
ビ
で

見
る
若
手
議
員
は
昔
の
名
前
で

出
て
い
る
人
ば
か
り
。
世
襲
、

利
益
誘
導
、
金
権
と
い
っ
た
体

質
が
簡
単
に
変
わ
る
と
は
思
え

な
い
。
こ
の
政
党
は
、
す
で
に

役
割
を
終
え
た
の
か
も
。

一
方
で
、
国
民
民
主
党
や
参
政

党
が
躍
進
、
政
策
協
議
か
ら
連

立
ま
で
、
政
局
の
鍵
を
握
る
存

在
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
ら
の
掲
げ
る
政
策
は
、
給
付

や
減
税
、
手
取
り
増
加
な
ど
、

国
民
受
け
す
る
目
先
の
対
策
に

集
中
し
て
い
る
。
今
や
る
べ
き

は
、
根
本
的
経
済
対
策
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
異
次
元
の
金

融
緩
和
が
円
安
を
通
じ
て
異
常

な
物
価
高
を
招
き
、
日
本
経
済

は
長
期
の
低
迷
と
物
価
高
に
苦

し
ん
で
い
る
。
ま
ず
第
一
歩
と

し
て
、
日
銀
の
政
策
転
換
に
よ

り
、
利
上
げ
、
国
債
購
入
の
停

止
な
ど
を
着
実
に
進
め
、
経
済
・

金
融
政
策
を
正
常
な
姿
に
戻
す

必
要
が
あ
る
。

目
を
外
に
転
じ
る
と
、
９
月

初
め
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮

の
ト
ッ
プ
が
北
京
で
一
堂
に
会

す
。
歴
史
は
繰
り
返
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
戦
争
が
ア
ジ
ア
の

戦
争
の
引
き
金
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

安
保
法
制
に
よ
り
集
団
的
自

衛
権
が
認
め
ら
れ
、
以
来
、
台

湾
有
事
を
に
ら
ん
で
、
南
西
諸

島
へ
の
自
衛
隊
基
地
の
建
設
、

ミ
サ
イ
ル
の
配
備
が
進
め
ら
れ
、

こ
こ
岩
国
で
も
、
先
制
攻
撃
も

可
能
な
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
訓
練

や
、
空
母
艦
載
機
の
F
C
L
P

も
２
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
。

防
衛
予
算
の
大
幅
増
額
、
指
揮

系
統
の
統
一
な
ど
、
日
米
の
軍

事
一
体
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。不

戦
を
誓
っ
た
は
ず
の
私
た

ち
が
、
再
び
本
当
に
戦
争
を
す

る
の
か
、
し
か
も
中
国
を
相
手

に
。
い
や
、
誰
も
そ
ん
な
こ
と

は
望
ん
で
い
な
い
。
や
は
り
歴

史
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
軍
事
は

動
き
出
す
と
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
こ
と
。
今
、
止
め
な
け
れ

ば
・
・
・

経
済
か
ら
安
全
保
障
ま
で
こ

の
国
の
未
来
を
決
め
る
重
要
な

問
題
に
つ
い
て
、
長
期
的
視
点

か
ら
国
民
の
良
識
を
確
実
に
反

映
す
る
政
治
勢
力
が
残
念
な
が

ら
存
在
し
な
い
。
私
た
ち
を
代

表
し
、
心
か
ら
信
頼
で
き
る
新

し
い
政
治
勢
力
が
必
要
で
あ
る
、

そ
れ
は
、
他
か
ら
与
え
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
自
身

の
た
め
に
、
私
た
ち
自
ら
の
手

で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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私
は
、
１
１
年
前
の

初
議
会
か
ら
、
毎
年
い

じ
め
対
策
に
つ
い
て
提

言
を
続
け
て
い
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
、
い
じ
め
は
減
る
こ

と
な
く
、
年
々
い
じ
め
認
知
件
数
は

増
え
続
け
て
い
る
。

今
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
最
近
の
S
N
S

を
使
っ
て
の
い
じ
め
な
ど
は
、
陰
湿

で
形
が
見
え
に
く
く

な
り
早
期
発
見
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
い
じ

め
認
知
件
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
は
、
教

師
が
小
さ
な
い
じ
め

も
見
逃
さ
な
い
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
証
だ
と
あ
る
が
、

い
じ
め
被
害
を
受
け

た
児
童
・
生
徒
が
、
「
助
け
て
」
の

声
を
出
せ
な
い
ま
ま
、
不
安
や
苦
し

み
を
抱
え
込
み
学
校
内
で
緊
張
し
た

状
態
で
過
ご
す
こ
と
で
、
体
調
不
良

と
な
り
長
期
の
不
登
校
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
い

る
。学

校
が
、
い
じ
め
を
早
期
に
認
知

し
対
応
す
る
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
、

本
来
や
ら
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
事
は
、

い
じ
め
で
苦
し
む
子
が
い
な
く
な
る

よ
う
に
安
心
・
安
全
な
学
校
を
作
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
師
は
時
間
が
な
く
、
ク
ラ
ス
の

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
カ
バ
ー
す
る
ほ

ど
余
裕
が
な
い
と
聞
く
。

い
じ
め
を
認
知
し
対
応
す
る
こ
と

は
、
大
き
な
業
務
負
担
な
の
は
理
解

し
て
い
る
が
、
勇
気
を
も
っ
て
訴
え

て
い
る
小
さ
な
相
談
を
、
な
い
が
し

ろ
に
し
た
た
め
に
、
本
来
な
ら
友
達

と
楽
し
く
過
ご
す
は
ず
の
学
校
生
活

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
不
登
校

に
な
っ
た
子
供
や
家
族
の
苦
し
み
、

痛
み
そ
し
て
将
来
へ
の
不
安
は
経
験

し
た
者
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
子
供
や
家
族
の
人
生
が

台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
事
は
忘
れ

な
い
で
欲
し
い
。

私
は
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学

び
、
成
長
で
き
る
よ
う
に
学
校
内
の

環
境
整
備
を
、
こ
れ
か
ら
も
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

山々を紅葉が彩る季節
になりました。
7月の参院選で自民党が

惨敗し、その後のゴタゴタで、いまだに各党の
公約・・消費税減税、給付金、ガソリン減税な
どが全く進まず、それらに期待して投票した国
民は蚊帳の外です。選挙前には誰もが「国民の
声を聞きます！」「皆さんのための政治家にな
ります！」と言うのに、今では内輪の権力争い
に明け暮れています。
一方、山口県では来年早々行われる県知事選

挙に向けて、現職と県議の新人が名乗りをあげ、
保守分裂となりそうで私の周辺
でもいろいろな話が聞こえてき
ます。

また、1年半後の県議会議員選挙では、県の
人口が減少していて選挙区や定数の見直し検討
会が発足しました。約3万人に１人という議員
数でこれまで決められてきたようですが、１万
数千人に１人が選出されている周防大島などは
柳井市と合区にしてこれまでの2人から１人に
すべきです。さらに現在の定数47人というのも
多すぎると思いますが、合区や定数について決
めるのは、議員たちの話し合いなので、たいし
た期待はできないのかもしれません。外部の検
討メンバーでしっかり議論して欲しいと強く思
います。

県議 井原すがこ

議員定数・選挙区の見直し

名勝錦帯橋の範囲かも

横山のうかい広場にある「名勝 錦帯橋區域是ヨ
リ六十間 内務省」と刻まれた石碑。推測するに、
これは錦帯橋が１９２２（大正１１）年３月に国
の名勝に指定された、その範囲で「この石碑から
下流６０間」を示すと思う。１００年以上の風雪
にさらされたことになる。錦帯橋下流にも類似の
石碑がある。お探しください。
錦帯橋３５０年余の間の流失、改修、建て替え

などの長い歴史を見てきた
であろう石碑、あること自
体が忘れ去られているのか
もしれない。世界遺産にば
かりのぼせないで、足元の
歴史を見つめ直すことが大
切ではと思う。

そこで一句
「名橋を人寄せだけじゃ愚
かなり」

（辰乃仔）

い
じ
め
ゼ
ロ
を
目
指
す

市
議

広
中
英
明

おいでませ（２）



２
０
２
７
年
の
県
議
選
に
向
け
て
、
定

数
や
選
挙
区
に
つ
い
て
そ
の
現
状
と

見
直
し
の
方
向
性
を
探
る
。

現
在
、
県
議
会
に
設
置
さ
れ
た
協

議
会
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

議
員
の
身
分
を
議
員
自
ら
考
え
る
と

い
う
の
は
、
公
平
性
に
欠
け
る
。
前

回
２
０
２
３
年
の
答
申
で
は
、
人
口

減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
数
等
の
見

直
し
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
や
は
り
、

客
観
的
な
視
点
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。

現
在
の
定
数

４
７
人

２
０
０
６
年

４
減
４
９
人

２
０
１
４
年

２
減
４
７
人

選
挙
区
数

１
５

選
挙
区
ご
と
の
定
数

１
〜
９
人
、

（
岩
国
・
和
木
５
人
）

＊
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査

県
の
人
口

１
３
４
万
人
あ
ま
り

県
議
１
人
当
た
り
の
人
口

２
８
，
５
５
４
人

選
挙
区
の
議
員
１
人
当
た
り
人
口

最
多

長
門
市

３
２
，
５
１
９
人

周
防
大
島
町
１
４
，
７
９
８
人

（
１
票
の
格
差
２
・
２
０
倍
）

山
口
県
の
人
口
は
現
在
１
２
６
万

人
あ
ま
り
と
推
計
さ
れ
、
議
員
１
人

あ
た
り
の
人
口
は
３
万
人
程
度
が
妥

当
と
す
れ
ば
、
定
数
は
４
１
〜
４
２

人
程
度
と
な
る
計
算
。

ま
た
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ

れ
ば
、
選
挙
区
の
人
口
が
県
全
体
の

議
員
１
人
当
た
り
の
人
口
の
半
分
に

満
た
な
い
場
合
は
、
隣
の
選
挙
区
と

合
区
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
番

人
口
の
少
な
い
周
防
大
島
町
は
、
前

回
は
合
区
の
基
準
を
わ
ず
か
５
２
１

人
上
回
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
今
年
の

国
勢
調
査
で
こ
の
基
準
を
下
回
れ
ば
、

隣
の
柳
井
市
と
合
区
す
る
必
要
が
あ

る
。

井
原
す
が
こ

２
５
年
ぶ
り
に
F
C
L
P
（
空
母

艦
載
機
離
着
陸
訓
練
）
が
岩
国
基
地

で
行
わ
れ
、
市
民
の
平
穏
な
生
活
は

破
壊
さ
れ
た
。
岩
国
市
は
、
空
母
艦

載
機
を
受
け
入
れ
て
以
来
、
お
金
を

も
ら
い
な
が
ら
基
地
に
協
力
し
、
F

C
L
P
は
実
施
し
な
い
よ
う
繰
り
返

し
要
請
し
て
来
た
が
、
毎
年
の
よ
う

に
予
備
基
地
に
指
定
さ
れ
、
そ
し
て

今
回
、
完
全
に
裏
切
ら
れ
る
形
に
な
っ

た
。米

空
母
は
、
例
年
１
１
月
頃
横
須

賀
に
寄
港
し
翌
年
５
月
頃
出
港
す
る
。

そ
の
直
前
に
F
C
L
P
が
硫
黄
島
で

行
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
３
ヶ
月
以

上
の
長
期
間
の
寄
港
の
場
合
に
F
C

L
P
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
今
回
、
空
母
は
８
月
３

０
日
に
寄
港
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

こ
ん
な
短
期
間
で
の
訓
練
は
異
例
。

来
年
以
降
も
春
と
秋
の
２
回
、
F
C

L
P
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

林
前
官
房
長
官
は
「
F
C
L
P
は

や
む
を
得
な
い
」
と
す
で
に
容
認
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
国
に

要
請
す
る
だ
け
で
は
、
何
の
効
果
も

な
い
。

今
後
F
C
L
P
は
実
施
し
な
い
と

い
う
確
約
が
取
れ
る
ま
で
、
岩
国
市

と
し
て
、
基
地
に
は
協
力
し
な
い
、

交
付
金
も
返
上
す
る
な
ど
の
断
固
た

る
対
応
を
す
べ
き
。
こ
れ
以
上
、
足

元
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
。

県
議
選
の
定
数
・
選
挙
区
の
見
直
し

井
原
勝
介

選
挙
区
問
題
検
討
協
議
会

決
め
た
こ
と
守
る
気
持
ち
が
身
を
守
る

・
・
・
・
赤
鯉
そ
ん
ぶ
ん

デ
ィ
ー
ル
よ
り
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ト
ラ
ン
プ
さ
ん

・
・
・
馬
子

お
い
鳩
子
ウ
ラ
ン
が
来
れ
ば
人
は
去
る

・
・
鉄
腕
ア
ト
ム
が
好
き
な
人

F
C
L
P
の
強
行

見
直
し
に
つ
い
て

選挙区 定数 選挙区 定数

下関市 ９ 長門市 １

宇部市 ５ 柳井市 １

山口市 ６ 美祢市 １

萩市・阿武町 ２ 周南市 ５

防府市 ４ 山陽小野田市 ２

下松市 ２ 周防大島町 １

岩国・和木町 ５ 上関・田布施・平生 １

光市 ２ 合計（１５選挙区）４７

県議会本会議

現
在
の
定
数
と
区
割
り



日
本
銀
行
は
、
中
央
銀
行
で
あ
り
、

一
万
円
札
や
千
円
札
な
ど
の
紙
幣
（
銀

行
券
）
を
発
行
し
て
い

る
。
百
円
硬
貨
な
ど
の

貨
幣
は
造
幣
局
が
製
造

し
て
い
る
。
日
銀
は
「
通
貨
の
番
人
」

と
も
言
わ
れ
、
物
価
の
安
定
が
主
な
目

的
で
あ
る
。
物
価
が
上
が
り
イ
ン
フ
レ

に
な
れ
ば
金
利
を
上
げ
、
不
景
気
に
な

れ
ば
逆
に
金
利
を
引
き
下
げ
景
気
を
刺

激
す
る
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
異
次
元
の
金
融
緩
和
に
よ
り
長
く

ゼ
ロ
金
利
状
態
が
続
き
、
預
貯
金
に
も

ほ
と
ん
ど
金
利
が
つ
か
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
他
国
と
の
金
利
格
差
に
よ
り
急

速
に
円
安
が
進
み
、
最
近
の
物
価
高
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

日
銀
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上

げ
金
利
引
上
げ
に
舵
を
切
っ
て

い
る
が
、
い
ま
だ
に
０
・
５
％
と
低
い

水
準
に
あ
る
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の

金
利
は
最
近
少
し
引
き
下
げ
ら
れ
、
現

在
４
・
２
５
％
で
あ
る
。
、

通

貨

の

番

人

ちょこっと
党費の納入について

「草の根」の活動は、みなさまのご支援

により支えられています。

今年度（１月～１２月）の党費の納入は、

以下の要領でご協力よろしくお願いいたし
ます。

①お届けした振込み用紙で

②地域のお世話人へ
③直接事務所へ

党費 党 員 １千円

特別党員 １万円
草の根事務所へご一報いただければこちら

から出かけてまいります。

手伝い

私が柳井市の実家で頑張っている農業

を、ほんのたまに手伝ってくれる主人は

“喉が渇いた！、休憩しておやつにしよう“

などと言い、実質的な作業がなかなか進みませ

ん。それでも猛暑の中手伝ってくれることは

ありがたいと思うようにしています・・・

（すがこ記）

草の根ネット案内

草
の
根
会
報
は
年
２
回

発
行
し
て
い
ま
す
が
、
議

員
の
活
動
報
告
を
は
じ
め
、

そ
の
時
々
の
テ
ー
マ
に
応

じ
て
会
員
の
皆
様
の
小
論

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
議

員
定
数
・
選
挙
区

と
F
C
L
P
に
関

し
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
大
切
な
問
題
で
あ
り
、

皆
様
も
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て
下

さ
い
。

ま
た
、
政
治
的
話
題
と
は
別

に
、
文
芸
欄
で
は
、
こ
れ
ま
で

短
歌
や
俳
句
、
川
柳
な
ど
を
掲

載
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

川
柳
を
３
句
載
せ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
、
本
邦
初
公
開
だ
そ
う

で
す
。
さ
て
、
出
来
栄
え
や
い

か
に
。

今
後
と
も
、
会
員

の
皆
様
と
一
緒
に
こ

の
会
報
を
作
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
何
か
言
い
た
い

こ
と
が
あ
る
と
き
や
、
自
分
な

り
の
文
芸
作
品
が
で
き
た
と
き

は
、
い
つ
で
も
構
い
ま
せ
ん
、

遠
慮
な
く
、
事
務
局
ま
で
お
届

け
下
さ
い
。

草の根コラム

寄
稿
・
投
稿
歓
迎


